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日
本
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
規
制

I 

規
定
の
変
遷

カ
ル
テ
ル
規
制
の
は
じ
ま
り

わ
が
国
で
は
、
明
治
以
来
、
産
業
の
発
展
は
政
府
の
主
導
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
。
政
府
は
み
ず
か
ら
欧
米
諸
国
の
技
術
を
導
入
し
て
官
常
事
業

を
営
み
、
そ
れ
を
無
償
に
近
い
か
た
ち
で
民
間
企
業
に
払
い
下
げ
、
あ
る

い
は
優
良
民
間
企
業
を
直
接
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
産
業
の

集
中
に
よ
っ
て
大
企
業
が
出
現
す
る
と
と
も
に
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
カ
ル

テ
ル
は
、
財
関
と
と
も
に
、
政
府
の
保
護
政
策
に
よ
り
昭
和
初
期
の
大
恐

和

健

夫

田

慌
を
境
に
飛
躍
的
な
発
民
を
遂
げ
た
。
一
九
一
一
一
一
年
の
「
重
要
産
業
統
制

法
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
統
制
立
法
に
よ
っ
て
、
カ
ル
テ
ル
は
次
第

に
政
府
の
経
済
統
制
の
手
段
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
時
中

は
、
国
家
総
動
員
体
制
の
も
と
で
カ
ル
テ
ル
は
組
織
的
基
盤
を
与
え
ら
れ
、

統
制
会
、
統
制
会
社
と
し
て
、
日
本
経
済
を
網
の
目
の
よ
う
に
夜
う
こ
と

「

l
)

に
な
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
占
領
軍
総
斗
令
部
に
よ
る
経
済
民
主
化
政
策
は
、
カ

ル
テ
ル
に
付
す
る
戦
前
の
法
的
・
経
済
的
政
策
に
一
八

O
度
の
転
換
を
も

た
ら
し
た
。
ま
ず
、
財
閥
解
体
、
過
度
経
済
力
の
集
中
と
と
も
に
、
各
種
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)
 

の
私
的
統
制
団
体
の
解
散
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
た
。
一
九
四
七
年
に
制
定

さ
れ
た
「
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
(
以

下
「
独
占
禁
止
法
」
。
こ
の
一
九
四
七
年
制
定
法
は
「
原
始
独
市
禁
止
法
L

と
も
呼
ば
れ
る
ご
は
、
「
八
ム
正
且
つ
自
由
な
競
争
を
促
進
す
る
L

た
め
の

ル
l
ル
を
設
定
す
る
法
で
あ
り
、
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
自
巾
主
義
経

済
を
恒
久
的
に
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
始
独
占
禁
止
法
は
二
条
四

項
・
三
条
後
段
に
お
い
て
「
不
当
な
取
引
制
限
」
を
禁
止
し
て
い
た
。
さ

ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
同
四
条
に
お
い
て
「
特
定
の
共
刷
行
為
」
を
、

五
条
で
「
私
的
統
制
団
体
の
禁
止
」
を
、
六
条
で
四
条
が
禁
止
す
る
共
同

行
為
を
内
容
と
す
る
「
特
定
の
国
際
的
協
定
又
は
契
約
の
祭
止
」
を
定
め

て
い
た
。
と
く
に
四
条
は
、
価
格
カ
ル
テ
ル
、
数
長
カ
ル
テ
ル
、
販
路
カ

ル
テ
ル
な
ど
の
共
同
行
為
を
、
競
争
に
対
す
る
影
響
が
問
題
と
す
る
程
度

に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
、
そ
れ
自
体
と
し
て
林
-
川
止
し
て
い
た
。

一
九
四
八
年
に
は
原
始
独
占
禁
止
法
を
補
完
す
る
「
事
業
者
団
体
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
か
つ
て
事
業
者
団
体
が
統
制
凶
体
と
し
て
発

達
し
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を
阻
害
す
る
機
能
を
布
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
活
動
を
法
に
よ
っ
て
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
法
は
、
二

条
に
お
い
て
、
事
業
者
団
体
の
範
囲
を
「
事
業
者
と
し
て
の
共
通
の
利
益

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
含
む
こ
以
上
の
事
業
者
の
結
合
体

X
は
そ
の

連
合
体
」
と
定
義
し
、
法
的
形
態
や
常
利
目
的
の
有
無
を
問
わ
ず
(
会
社
、

資

千1:
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組
合
を
合
む
)

広
く
促
ら
え
て
い
た
。
同
法
四
条
は
、
事
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染
者
凶
体
の
什
科
目
動
と
し
て
九
つ
の
形
態
を
掲
げ
、

そ
れ
以
外
の
行
為

に
つ
い
て
は
公
正
取
引
委
員
会
の
認
.
吋
に
か
か
ら
し
め
て
い
た
。
同
法
五

条
で
は
、
事
業
者
凶
体
の
禁
止
行
為
と
し
て
、

一
八
項
目
に
わ
た
り
多
機

そ
の
な
か
に
は
、
競
争
制
限
に
至
る
以
前
の

(
3
}
 

段
階
で
規
制
す
る
予
防
的
な
規
定
が
合
ま
れ
て
い
た
。

な
行
為
形
態
が
列
挙
さ
れ
、

以
上
の
諸
規
定
の
違
反
に
対
し
て
は
、

公
正
取
引
委
員
会
に
よ
っ
て
排

除
措
地
問
命
令
が
下
さ
れ
る

(
独
禁
法
七
条
、
事
業
者
間
体
法
八
条
)
。
こ

れ
が
、

法
執
行
手
段
の
中
心
で
あ
る
。

カ
ル
テ
ル
禁
止
違
反
行
為

ま
た
、

に
つ
い
て
は
罰
則

(
独
禁
法
八
九
、
九

O
、
九
五
条
、
事
業
者
団
体
法
一

四
条
)

及
び
無
過
失
損
許
賠
償
責
任
が
定
め
ら
れ
て
い
る

(
独
禁
法
二
五

条)。

一
九
五
三
一
(
昭
和
二
八
)
年
法
改
正

現
↓
仕
の
独
占
然
止
法
は
、
一
九
五
三
年
の
第
二
次
法
改
正
に
よ
っ
て
形

作
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
原
始
独
山
禁
止
法
の
性
格
を
変
え
た
と
い
わ

れ
る
。
原
始
独
卜
日
禁
止
法
お
よ
び
事
業
者
団
体
法
は
、
予
防
的
な
規
定
を

有
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
企
業
結
合
や
事
業
者
凶
体
に
対
す
る
厳
格
な

規
制
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
の
い
内
領
政
策
(
財
閥
解
体
、
過
度
経
済

力
集
中
排
除
、
広
的
統
制
凶
体
の
解
散
)
の
延
長
線
上
の
法
と
し
て
の
性

2 



格
を
残
し
て
い
た
。
企
業
結
合
の
厳
格
な
規
制
を
緩
和
し
た
一
九
四
九
(
昭

(
4
)
 

和
二
四
)
年
の
第
一
次
改
正
に
続
く
一
九
五
三
年
改
正
に
よ
っ
て
、
予
防

規
定
や
占
領
政
策
的
な
性
格
は
ほ
ぼ
取
り
去
ら
れ
た
。
独
占
禁
止
法
に
よ

る
規
制
は
、
原
則
的
に
、
競
争
に
悪
い
影
響
を
与
え
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、

「
二
疋
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
と
「
公
正
な
競
争

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
」
と
い
う
こ
つ
の
基
準
(
違
法
要
件
)
に
よ
っ
て
行

(
5
)
 

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日本におけるカルテル規制

カ
ル
テ
ル
規
制
に
関
し
て
い
え
ば
、
四
条
(
特
定
の
共
同
行
為
の
禁
止
)

お
よ
び
五
条
(
私
的
統
制
団
体
の
禁
止
)
が
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
業

者
団
体
法
は
廃
止
さ
れ
、
同
法
の
禁
止
規
定
の
一
部
が
独
占
禁
止
法
八
条

の
な
か
に
移
さ
れ
た
。
一
九
五
三
年
改
正
は
適
用
除
外
の
範
凶
を
拡
大
し

た
が
、
新
た
に
「
不
況
カ
ル
テ
ル
」
(
二
四
条
の
三
)
と
「
合
理
化
カ
ル

テ
ル
」
(
二
四
条
の
四
)
が
適
用
除
外
に
加
え
ら
れ
た
。

多
く
の
人
々
は
、
一
九
四
九
年
と
一
九
五
三
年
の
改
正
を
、
独
占
禁
止

政
策
の
理
念
を
後
退
さ
せ
た
と
し
て
否
定
的
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
独

占
禁
止
法
が
誕
生
五
十
年
を
迎
え
、
日
本
の
絞
済
社
会
に
定
着
し
つ
つ
あ

る
現
段
階
で
回
顧
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
一
面
的
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
し
か
に
、
予
防
規
定
を
削
除
し
、
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外

を
認
め
る
な
ど
当
初
の
厳
格
な
規
制
は
緩
和
さ
れ
、
そ
れ
を
後
退
と
評
価

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
結
合
規
制
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
厳
格
な
規
制
を
撤
廃
し
、
規
制
基
準
を
競
争
の
実
質
的
制
限
や

公
正
競
争
阻
害
性
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
占
禁
止
法
は
、
企
業
社

会
に
受
入
れ
ら
れ
、
経
済
の
変
化
に
耐
え
得
る
法
に
な
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。一

九
七
七
(
昭
和
五
一
二
年
法
改
正

過
去
の
一
一
回
の
法
改
正
と
異
な
り
、
一
九
七
七
年
の
第
三
次
改
正
は
独

占
禁
止
法
の
規
制
強
化
の
た
め
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
正
が
実
現

し
た
背
景
に
は
当
時
の
政
治
お
よ
び
経
済
状
況
が
あ
っ
た
。
日
本
経
済
は
、

一
九
六

0
年
代
の
高
度
成
長
を
経
て
安
定
成
長
の
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
り
、

同
時
に
、
物
価
を
始
め
と
す
る
種
々
の
経
済
問
題
に
し
ば
し
ば
悩
ま
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
通
じ
て
、
当
時
産
業
全
体
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て

い
た
寡
占
や
大
企
業
体
制
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
七
三
一
年
の
第
一
次
石
油
危
機
が
引
き
金
と
な
っ
て
全
国
を
襲
っ
た
犯

乱
物
価
は
、
日
本
の
経
済
体
制
の
オ
盾
を
国
民
に
認
識
さ
せ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
も
と
で
、
ま
ず
公
正
取
引
委
員
会
が
内
部
で
法
改
正
作
業
を

開
始
し
た
。
総
選
挙
に
よ
っ
て
大
幅
に
議
席
を
失
っ
た
時
の
政
権
は
、
国

民
の
支
持
を
回
復
す
る
た
め
に
こ
の
動
き
を
と
ら
え
、
同
法
改
正
を
政
策

の
中
に
取
り
入
れ
た
。
実
際
に
改
正
に
歪
る
に
は
さ
ら
に
粁
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
出
来
事
は
、
独
'
占
禁
止
法
が
国
民
の
問
で
認
知
さ
れ
て
い

3 
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↓
 
来
'

た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的
基
幣
が
育
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

資

改
正
の
内
容
は
、
①
寡
占
に
対
す
る
規
制
の
強
化
、
②
企
業
集
団
対
策

の
強
化
、
③
カ
ル
テ
ル
規
制
の
強
化
、
で
あ
っ
た
。
①
と
し
て
は
、
独
占

的
状
態
の
規
制
(
二
条
七
項
、
八
条
の
四
)
、
価
格
の
同
調
的
引
上
げ
の

理
由
報
告
制
度
(
一
八
条
の
二
)
の
導
入
が
、
②
に
関
し
て
は
、
大
規
模

会
社
に
よ
る
株
式
保
有
の
総
量
規
制
(
九
条
の
一
一
)
の
導
入
が
挙
げ
ら
れ

る
。
③
の
カ
ル
テ
ル
規
制
の
強
化
と
し
て
新
設
さ
れ
た
の
が
課
徴
金
制
度

(
七
条
の
二
、
一
八
条
の
二
一
)
で
あ
る
。
前
述
の
反
乱
物
価
の
背
後
に
、

実
は
多
く
の
便
乗
値
上
げ
カ
ル
テ
ル
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
従
来
の
カ
ル
テ
ル
規
制
に
実
効
性
が
欠
け
て
い
た

こ
と
を
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
カ
ル
テ
ル
形
成
を
抑
止
す
る
た
め
の

方
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
利
得
を
剥
奪
す
る

{
6
)
 

課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

(
平
成
一
一
一
)
年
と
一
九
九
二
(
平
成
四
)
年
の
法
改
正

一
九
九

O
年
以
降
、
経
済
の
国
際
化
や
規
制
緩
和
の
潮
流
の
な
か
で
独

占
禁
止
政
策
の
役
割
が
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
九
年
か
ら
一
九

九
一
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
米
構
造
問
題
協
議
の
結
果
を
受
け
て
公
正

取
引
委
員
会
は
独
占
禁
止
法
の
規
制
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の

4 

九
九

一
つ
に
カ
ル
テ
ル
規
制
の
強
化
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
課
徴
金

制
度
の
抑
止
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
一
九
九
一
年
の
改
正
に

お
い
て
金
額
の
引
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
九
二
年
に
は
、
刑
事
罰
の
強
化
の
た
め
の
改
正
が
実
現
し

た
。
こ
の
改
正
で
は
、
自
然
人
事
業
者
及
び
従
業
員
・
役
員
に
対
す
る
刑

罰
と
、
法
人
及
び
法
人
で
な
い
団
体
に
対
す
る
刑
罰
(
罰
金
)
と
を
切
り

離
し
(
そ
れ
ま
で
両
者
は
連
動
し
て
い
た
)
、
違
反
行
為
(
と
く
に
カ
ル

の
効
果
的
な
予
防
の
た
め
に
、
後
者
の
罰
金
が
実
効
性
の
あ
る
額

~I: ì去48(3・142)344

テ
ル
)

に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

E 

運
用
の
概
観

カ
ル
テ
ル
規
制
の
意
義

こ
こ
で
「
カ
ル
テ
ル
規
制
」
と
い
う
と
き
、
事
業
者
の
共
同
行
為
を
規

制
す
る
独
占
禁
止
法
二
条
六
項
・
一
二
条
後
段
(
一
九
五
三
年
改
正
以
前
は

さ
ら
に
旧
四
条
)
、
事
業
者
団
体
の
共
同
行
為
を
規
制
す
る
八
条
(
一
九

五
三
年
改
正
以
前
は
事
業
者
団
体
法
)
、
国
際
協
定
を
規
制
す
る
六
条
の

運
用
を
意
味
し
て
い
る
。
以
下
で
は
運
用
の
傾
向
を
公
正
取
引
委
員
会
に

よ
る
審
決
数
を
手
掛
か
り
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
(
後
掲
表
一
参
照
)
。

条
文
の
適
用
で
み
る
と
、
三
条
後
段
と
八
条
の
適
用
事
例
数
が
圧
倒
的
に



多
く
、
日
本
の
独
占
禁
止
政
策
が
カ
ル
テ
ル
規
制
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
傾
向
は
今
後
も
変
ら
な
い
で
あ

ろ
、
っ
。

日本におけるカルテル規制

カ
ル
テ
ル
規
制
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
日
本
企

業
の
協
調
的
、
カ
ル
テ
ル
志
向
体
質
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
企
業
は
、
技

術
開
発
、
製
品
開
発
及
び
差
別
化
等
の
非
価
格
的
な
分
野
で
は
激
し
い
競

争
を
展
開
し
、
市
場
占
拠
率
の
拡
大
を
目
指
す
傾
向
を
も
っ
て
い
る
が
、

価
格
に
つ
い
て
は
協
調
・
横
並
び
を
好
む
体
質
を
も
っ
て
い
る
。

第
二
に
公
正
取
引
委
員
会
に
と
っ
て
の
資
源
配
分
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

他
の
規
定
違
反
(
私
的
独
占
、
不
公
正
な
取
引
方
法
、
企
業
結
合
)
の
場

合
は
、
違
反
行
為
の
法
的
構
成
や
違
法
性
の
判
断
が
む
ず
か
し
く
、
証
拠

の
収
集
に
も
手
間
が
か
か
る
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
カ
ル
テ
ル
は
明
白
な

競
争
制
限
的
行
為
で
あ
り
、
問
題
が
比
較
的
単
純
(
協
定
が
あ
っ
た
か
な

か
っ
た
か
)
で
あ
る
。
実
際
に
も
過
去
の
多
く
の
事
件
は
、
カ
ル
テ
ル
の

証
拠
が
相
当
明
白
な
ケ

l
ス
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ

ル
テ
ル
を
規
制
す
れ
ば
、
少
な
い
コ
ス
ト
で
大
き
い
競
争
維
持
効
果
を
達

成
で
き
た
。

2 

カ
ル
テ
ル
規
制
の
動
向

昭
和
三
七
年
度

1
四
七
年
度
の
問
は
、
三
条
後
段
違
反
よ
り
も
事
業
者

団
体
に
よ
る
八
条
違
反
が
多
い
(
表
一
参
照
)
。
違
反
事
例
の
多
く
は
、

中
小
企
業
の
カ
ル
テ
ル
・
地
方
規
模
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

に
、
全
国
規
模
の
大
企
業
の
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
規
制
が
不
十
分
で
あ
る

と
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
昭
和
四
六
年
度
を
境
に
変
化
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
消
費
財
を
対
象
と
す
る
販
売
業
(
主
と

し
て
小
売
業
)
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
カ
ル
テ
ル
か
ら
、
生
産
財
を
対
象
と
す

る
製
造
業
の
カ
ル
テ
ル
へ
主
役
が
交
替
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
当
時
、
物

価
問
題
(
と
く
に
卸
売
物
価
の
上
昇
)
が
や
か
ま
し
く
論
議
さ
れ
、
そ
の

対
策
の
一
つ
と
し
て
カ
ル
テ
ル
規
制
の
強
化
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
に
対

応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
違
反
事
例
の
数
は
、
カ
ル
テ
ル
と
物
価
が

(
7
)
 

無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
を
境
に
し
て
大
企
業
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
が
中
小
企
業

カ
ル
テ
ル
の
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
公

正
取
引
委
員
会
は
昭
和
四
八
年
こ
ろ
か
ら
、
カ
ル
テ
ル
が
事
業
者
団
体
の

場
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
主
と
し
て
八
条
一
項
一
号

違
反
で
処
理
す
る
方
法
を
改
め
て
、
で
き
る
だ
け
三
条
後
段
を
適
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
三
条
後
段
の
違
反
数
が
八
条
違
反
数
を
上
回
る
よ
う
に

な
る
の
は
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

昭
和
田
八
年
度
が
最
も
違
反
件
数
が
多
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
当
時
の
狂
乱
物
価
、
石
油
危
機
に
よ
る
原
材
料
費
の
値
上
が
り
に
便
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料

(
8
)
 

乗
し
て
多
く
の
企
業
が
カ
ル
テ
ル
に
走
っ
た
こ
と
を
物
詩
っ
て
い
る
。
公

正
取
引
委
員
会
が
最
も
力
を
入
れ
て
カ
ル
テ
ル
規
制
に
取
り
組
ん
だ
時
期

と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
は
、
違
反
が
起
こ
っ
た
場
合
に
そ
れ
を

除
去
す
る
に
す
ぎ
な
い
排
除
措
置
命
令
で
は
カ
ル
テ
ル
の
発
生
を
十
分
に

抑
止
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
同
じ
企
業
が
何
度

(
9
)
 

も
カ
ル
テ
ル
違
反
を
起
こ
す
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
、
カ
ル
テ
ル
規
制
の

実
効
性
に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
カ
ル
テ
ル
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
そ
の
も
の
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
述
反
者
か
ら

カ
ル
テ
ル
に
よ
る
利
得
を
剥
奪
す
る
の
が
最
も
有
効
と
さ
れ
、
前
述
の
課

徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

昭
和
五
二
年
度
以
降
、
違
反
事
件
数
が
減
少
し
た
理
由
は
よ
く
判
ら
な

い
が
、
同
年
の
改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
課
徴
金
制
度
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
課
徴
金
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
抑
止
効
果
が
立
ち
所
に
現

れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
公
正
取
引
委
員
会
自
身
が
新
し
い
制
度
の
導
入
に

よ
っ
て
カ
ル
テ
ル
の
摘
発
に
慎
重
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

課
徴
金
は
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
必
ず
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

計
算
の
た
め
の
資
料
収
集
の
煩
雑
さ
や
子
怨
さ
れ
る
企
業
の
抵
抗
が
、
当

初
は
、
カ
ル
テ
ル
を
摘
発
す
る
意
欲
を
抑
制
す
る
よ
う
に
働
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
o

こ
の
当
時
、
非
公
式
な
処
理
で
あ
る
位
互
口
や
注

意
の
件
数
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

資

違
反
カ
ル
テ
ル
の
内
容
を
み
る
と
価
格
カ
ル
テ
ル
が
最
も
多
い
。
そ
の

場
合
で
も
、
合
意
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
制
裁
金
、
監
視
制
度
壮
一
寸

の
補
完
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
価
格
カ
ル
テ
ル
に
次
い
で

多
い
の
が
数
量
制
限
カ
ル
テ
ル
、
取
引
先
制
限
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
。
最
近

で
は
と
く
に
談
合
(
公
共
的
な
入
札
を
め
ぐ
る
受
注
調
整
カ
ル
テ
ル
)
に

対
す
る
適
用
事
例
が
噌
加
し
て
い
る
。
一
九
九

0
年
代
に
な
っ
て
増
加
し

て
い
る
違
反
件
数
の
多
く
は
談
合
事
件
で
あ
る
。
ま
た
、
公
正
取
引
委
員

会
は
、
一
九
九
一
年
に
、
共
同
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
も
三
条
後
段
や
八
条
を
適

用
す
る
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
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E 

カ
ル
テ
ル
規
制
の
課
題

政
府
規
制
と
カ
ル
テ
ル

政
府
に
よ
る
経
済
規
制
(
直
接
規
制
)
が
行
わ
れ
て
い
る
産
業
に
お
い

て
は
、
規
制
を
受
け
る
事
業
者
の
間
に
協
調
的
な
関
係
(
横
並
ぴ
意
識
)

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
規
制
が
取
り
払
わ
れ
で
も
そ
の
関
係
が
持

続
す
る
の
は
、
事
業
者
ら
が
画
一
的
な
規
制
に
長
い
間
慣
れ
親
し
ん
で
い

た
た
こ
と
が
原
悶
で
あ
る
。
初
期
の
カ
ル
テ
ル
事
件
の
な
か
に
は
、
経
済

統
制
が
撤
廃
さ
れ
、
自
由
競
争
経
済
の
時
代
が
到
来
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
混
乱
を
恐
れ
た
事
業
者
ら
が
カ
ル
テ
ル
に
よ
り
統
制
の
維
持
を
図
つ



日本におけるカルテル規制

(
叩
)

た
と
い
う
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
合
板
価
格
協
定
事
件
や
新
聞
販
路
協

(
日
)

定
事
件
が
そ
う
で
あ
る
。
前
者
の
事
件
で
は
、
製
造
業
者
ら
が
、
統
制
撤

廃
後
の
合
板
価
格
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
旧
統
制
価
格
の
一
割
高
の
価
格

で
入
札
し
た
こ
と
が
、
後
者
の
事
件
で
は
、
新
聞
販
売
業
者
が
、
統
制
時

代
に
確
立
さ
れ
た
新
聞
の
販
売
地
域
の
分
割
を
、
統
制
が
な
く
な
っ
た
後

も
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
カ
ル
テ
ル
に
問
わ
れ
た
。

ま
た
、
日
本
の
独
占
禁
止
政
策
の
永
遠
の
課
題
と
も
い
う
べ
き
も
の
に

行
政
指
導
と
カ
ル
テ
ル
の
問
題
が
あ
る
。
一
九
五

O
l
六
0
年
代
に
は
、

産
業
の
保
護
・
育
成
の
た
め
に
行
政
庁
(
特
に
通
産
省
)
が
企
業
に
対
し

て
価
格
・
生
産
に
関
す
る
行
政
指
導
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
こ
の
指
導
が
し

ば
し
ば
企
業
の
カ
ル
テ
ル
を
誘
発
し
た
。
こ
の
傾
向
は
最
近
ま
で
続
い
た
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
早
く
か
ら
、
他
の
行
政
庁
の
行
政
指
導
に
関
連
し

て
結
ば
れ
た
カ
ル
テ
ル
で
あ
っ
て
も
独
占
禁
止
法
上
は
違
法
で
あ
る
と
い

(ロ)

う
見
解
を
示
し
た
が
、
実
際
に
は
多
く
の
カ
ル
テ
ル
が
規
制
を
免
れ
た
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
重
要
な
判
例
は
、
カ
ル
テ
ル
に
対

し
初
め
て
刑
事
責
任
を
追
及
し
た
石
油
カ
ル
テ
ル
刑
事
事
件
の
二
つ
の
判

(
日
)

決
(
最
高
裁
、
東
京
高
裁
)
で
あ
る
。
最
高
裁
判
決
は
、
刑
事
責
任
に
関

し
て
で
あ
る
が
、
カ
ル
テ
ル
が
適
法
な
行
政
指
導
に
従
い
、
こ
れ
に
協
力

し
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か

し
、
行
政
庁
が
行
政
指
導
を
行
う
背
景
・
動
機
や
企
業
の
対
応
か
ら
み
て
、

そ
の
可
能
性
は
核
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
規
制
緩
和
の
潮
流
の

な
か
で
、
行
政
指
導
自
体
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
将
来
は
減

少
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
公
正
取
引
委
員
会
も
一
九
九
四
年
に
行
政
指
導

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
て
、
行
政
指
導
の
自
粛
を
求
め
て
い
る
。

日
本
の
事
業
者
団
体
は
、
伝
統
的
に
行
政
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。
団

体
は
行
政
へ
の
発
言
力
を
高
め
る
た
め
に
、
行
政
が
必
要
と
す
る
業
界
の

情
報
を
提
供
す
る
。
行
政
庁
も
、
行
政
活
動
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、

事
業
者
団
体
を
公
式
あ
る
い
は
非
公
式
に
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
前
述

の
行
政
指
導
も
し
ば
し
ば
事
業
者
団
体
を
窓
口
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の

た
め
に
、
事
業
者
団
体
に
は
経
済
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
行
政
情
報
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
事
業
者
団
体
が
、
加
入
を
不
当

に
犯
百
し
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
活
動
を
困
難
に
さ
せ
た
り
、
構
成
事
業

者
の
活
動
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一
九
九
五
年

に
、
事
業
者
団
体
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

参
入
や
価
格
の
規
制
を
受
け
て
い
る
産
業
に
お
い
て
も
独
占
禁
止
法
違

反
が
成
立
し
う
る
こ
と
は
過
去
の
多
く
の
違
反
事
例
が
示
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
も
最
も
多
い
の
が
や
は
り
カ
ル
テ
ル
違
反
で
あ
っ
て
、
と
り
わ

け
運
輸
産
業
(
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
)
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

日
本
の
運
輸
事
業
を
規
制
す
る
「
道
路
運
送
法
」
に
お
い
て
は
、
参
入
や

運
賃
に
関
し
て
例
別
申
請
、
例
別
認
可
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
規
制
が
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キヰ

及
ば
な
い
部
分
で
は
個
々
の
事
業
者
の
自
由
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、

競
争
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
が
可
能
と
な
る
理

(

比

)

{

日

)

由
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
の
大
阪
パ
ス
協
会
事
件
は
、
規
制
法
と
独
占

禁
止
法
の
目
的
の
対
立
を
表
面
化
さ
せ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
貸
切
パ
ス
の

分
野
で
は
競
争
が
激
し
く
、
認
可
幅
運
賃
(
注
H
参
照
)
を
大
幅
に
下
回

る
水
準
で
競
争
が
行
わ
れ
て
い
た
。
大
阪
パ
ス
協
会
は
こ
の
事
態
に
対
処

す
る
た
め
に
運
賃
協
定
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
協
定
額
は
認
可
幅
運
賃
の
最

低
額
に
透
し
て
い
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
道
路
運
送
法
の
許
容
し
な
い
額
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
カ
ル
テ
ル
に
独
占
禁
止
法
が
適
用
で
き

る
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
公
正
取
引
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
道
路
運
送
法
の
規
定
が
あ
っ
て
も
、
当
然
に
独
占
禁
止
法
の
適
用
が

排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
運
賃
カ
ル
テ
ル
は
原
則
的
に
独
占
禁
止
法

違
反
と
な
る
。
但
し
、
例
外
的
に
、
カ
ル
テ
ル
よ
り
制
限
さ
れ
る
競
争
が
、

他
の
法
律
に
よ
り
刑
事
罰
等
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
違
法
な
取
引
又

は
取
引
条
件
に
係
わ
る
場
合
に
は
、
「
特
段
の
事
情
」
が
な
い
限
り
、
競

争
の
実
質
的
制
限
に
該
当
し
な
い
(
従
っ
て
独
占
禁
止
法
違
反
が
成
立
し

な
い
)
。
そ
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
「
特
段
の
事
情
」
と
し
て
、
①

認
可
額
と
話
離
し
た
実
勢
価
格
で
の
取
引
、
競
争
が
継
続
し
て
平
穏
公
然

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
か
っ
、
②
そ
の
実
態
が
、
独
占
禁
止
法
の
目
的

か
ら
見
て
、
同
法
に
よ
る
規
制
を
容
認
し
う
る
程
度
ま
で
に
肯
定
的
に
評

資

価
さ
れ
る
場
合
、
を
挙
げ
て
い
る
。
公
正
取
引
委
員
会
は
、
本
件
運
賃
協

定
が
、
違
法
な
取
引
条
件
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
「
特
段
の
事
情
」

も
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
こ
の
運
賃
協
定
が
独
占
禁
止
法
違
反
と
な

ら
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
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カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外

カ
ル
テ
ル
規
制
の
歴
史
は
、
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
の
歴
史
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
前
述
の
一
九
五
三
年
独
占
禁
止
法
改
正
が
契
機
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
独
占
禁
止
法
自
身
が
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
を

認
め
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
以
降
数
多
く
の
例
別
的
な
適
用
除
外
立
法
が

(
は
川
)

制
定
さ
れ
た
。
適
用
除
外
は
、
事
業
者
の
申
請
に
対
す
る
公
正
取
引
委
員

会
や
所
轄
行
政
機
関
へ
の
届
出
あ
る
い
は
認
可
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
(
認

可
件
数
に
つ
い
て
表
二
参
照
)
0

他
の
行
政
機
関
が
カ
ル
テ
ル
を
認
可
す

る
場
合
に
は
、
通
常
、
公
正
取
引
委
員
会
と
の
協
議
や
同
意
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
行
政
指
導
は
、
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
と

実
質
的
に
は
同
じ
結
果
を
、
立
法
に
よ
ら
ず
に
非
公
式
に
達
成
す
る
手
段

と
し
て
機
能
し
た
。

適
用
除
外
立
法
の
制
定
や
行
政
指
導
が
多
用
さ
れ
た
時
期
は
、
日
本
経

済
の
自
立
期
・
高
度
成
長
期
に
あ
た
り
、
い
わ
ゆ
る
産
業
政
策
が
優
位
の

時
代
で
も
あ
っ
た
。
一
方
で
は
、
拡
大
す
る
パ
イ
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
競

2 



争
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
時
に
限
度
を
超
え
た
も
の
(
過
当
競
争
)

と
み
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
不
況
が
循
環
的
に
訪
れ
た
。
独

占
禁
止
政
策
の
評
価
は
ま
だ
十
分
に
定
ま
ら
ず
、
公
正
取
引
委
員
会
に
と

っ
て
は
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。

経
済
の
発
展
と
と
も
に
個
別
産
業
保
護
的
な
適
用
除
外
法
は
姿
を
消
し

た
。
最
近
で
は
、
カ
ル
テ
ル
の
適
用
除
外
制
度
は
産
業
の
合
理
化
、
競
争

力
の
育
成
に
と
っ
て
む
し
ろ
阻
害
要
肉
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
有
力
と
な

り
、
新
た
な
立
法
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
輸
出
入

に
か
か
わ
る
カ
ル
テ
ル
、
中
小
企
業
保
護
の
た
め
の
カ
ル
テ
ル
、
不
況
カ

ル
テ
ル
、
合
理
化
カ
ル
テ
ル
な
ど
に
関
し
て
制
度
が
残
っ
て
い
る
が
、
認

可
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
(
表
二
参
照
)
。
し
か
し
、
規
制
緩
和
と
と

も
に
こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
も
見
直
し
ゃ
廃
止
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、

現
在
そ
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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カ
ル
テ
ル
の
立
証

カ
ル
テ
ル
の
発
見
及
び
証
明
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
カ
ル
テ
ル
規
制

の
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
カ
ル
テ
ル
と
は
、
合
意
・
協
定
に
よ
る
競
争
制

限
行
為
で
あ
る
が
、
規
制
が
厳
し
く
な
れ
ば
企
業
は
そ
の
証
拠
を
残
さ
な

い
よ
う
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
市
場
の
寡
占
化
が
進
行
し
企

業
の
数
が
減
少
す
る
と
、
直
接
の
接
触
が
な
く
て
も
協
調
行
動
を
と
り
や

す
く
な
る
と
い
わ
れ
る
。

カ
ル
テ
ル
規
制
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
カ
ル
テ
ル
の
成
立

要
件
と
そ
の
立
証
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る

が
、
日
本
で
も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
柔
軟
な
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
。

公
正
取
引
委
員
会
は
、
前
述
合
板
価
格
協
定
事
件
に
お
い
て
、
カ
ル
テ
ル

が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
事
業
者
の
関
に
「
意
思
の
連
絡
」
が
存
在
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
見
解
は
最
近
、
東
芝
ケ
ミ
カ
ル
(
価

(
げ
)

格
カ
ル
テ
ル
)
事
件
に
お
い
て
東
京
高
裁
に
よ
り
支
持
さ
れ
た
。
審
-
判

決
に
よ
れ
ば
、
「
意
思
の
連
絡
」
と
は
「
複
数
事
業
者
間
で
相
互
に
同
内

政
什
又
は
同
種
の
対
伽
の
引
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
を
認
識
な
い
し
予
測
し
、

こ
れ
と
歩
調
を
そ
ろ
え
る
意
思
が
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
「
事
業
者
間
相
互
で
拘
束
し
合
う
こ
と
を
明
示
し
て
合
意
す
る
こ

と
ま
で
は
必
要
で
な
く
、
相
互
に
他
の
事
業
者
の
対
価
の
引
上
げ
行
為
を

認
識
し
て
、
暗
黙
の
う
ち
に
存
認
す
る
こ
と
」
で
十
分
で
あ
る
(
東
京
高

裁
判
決
)
。
東
京
高
裁
は
「
意
思
の
連
絡
」
の
証
明
に
つ
い
て
も
言
及
し
、

事
業
者
ら
が
、
価
格
に
関
す
る
情
報
交
換
を
し
て
、
同
一
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
行
動
に
出
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
行
動
が
独
自
の
判
断
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
「
意
思

の
連
絡
」
が
推
認
さ
れ
る
と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
示
の
協
定
の
存
在

を
一
社
明
し
な
く
て
も
、
事
前
の
情
報
交
換
(
会
合
な
ど
)
と
一
致
し
た
行
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料

動
か
ら
、
「
意
思
の
連
絡
」
が
推
認
で
き
れ
ば
十
分
な
の
で
あ
る
。
こ
の

点
は
、
従
来
か
ら
学
説
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
数
多
い
カ
ル
テ
ル
違
反
事
件
の
な
か
で
、
事
業
者
が

カ
ル
テ
ル
の
存
在
に
つ
い
て
争
う
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
考
え
ら
れ
る
理

由
の
一
つ
は
、
大
部
分
が
証
拠
の
明
白
な
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
企
業
が
長
い
間
独
占
禁
止
法
を
軽
視
し

て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ほ
と
ん
ど
無
防
備
に
カ
ル
テ
ル
を
結
び
、
そ

れ
が
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
り
摘
発
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
違
反
事
例

の
な
か
に
は
寡
占
(
あ
る
い
は
高
度
寡
占
)
企
業
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
が
相

当
数
含
ま
れ
て
い
る
。
値
上
げ
の
た
め
の
会
合
を
聞
き
、
恒
常
的
な
情
報

交
換
を
行
う
な
ど
、
経
済
理
論
の
教
え
と
は
異
な
っ
て
、
現
実
は
通
常
の

カ
ル
テ
ル
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
。
他
方
で
、
長
い
時
間
と
労
力
を
か
け

て
審
判
で
闘
う
よ
り
は
、
排
除
措
置
に
従
っ
た
方
が
得
策
で
あ
る
と
の
計

算
が
企
業
側
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
同
じ

企
業
が
何
度
も
カ
ル
テ
ル
違
反
を
繰
り
返
す
原
岡
と
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
七
七
年
に
課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
状
況

が
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
カ
ル
テ
ル
が
発
見
さ
れ
れ
ば

必
ず
課
徴
金
の
支
払
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
企
業
は
カ
ル
テ
ル
形
成

に
慎
重
に
な
り
、
カ
ル
テ
ル
に
走
る
場
合
で
も
証
拠
を
残
さ
な
い
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
課
徴
金
制
度
導
入
後
、
適
用
事
件
が
急
激
に
減
少

資

し
た
の
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
摘
発
に
慎
重
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
(
前

述

H
2
)
、
証
拠
不
十
分
の
事
件
も
嶋
え
た
こ
と
が
版
図
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
段
近
、
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
(
と
り
わ
け
カ
ル

テ
ル
)
に
対
す
る
刑
事
制
裁
を
積
駆
的
に
運
用
す
る
方
針
が
打
ち
だ
さ
れ

こ
と
は
、
こ
の
傾
向
を
一
層
強
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
事
業

(

印

日

)

者
が
審
判
で
カ
ル
テ
ル
の
成
否
に
つ
い
て
争
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
カ

ル
テ
ル
の
立
証
は
こ
れ
か
ら
の
カ
ル
テ
ル
規
制
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
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カ
ル
テ
ル
と
刑
事
罰

独
占
禁
止
法
は
、
刑
事
制
裁
の
発
動
を
公
正
取
引
委
員
会
の
専
属
告
発

に
か
か
ら
し
め
て
い
る
(
九
六
条
)
。
こ
の
告
発
権
は
長
い
問
、
ほ
と
ん

ど
行
使
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
公
正
取
引
委
員
会
の

怠
慢
を
責
め
る
だ
け
で
は
不
公
平
で
あ
る
。
独
内
禁
止
法
に
対
す
る
認
識

が
未
成
熟
で
あ
り
、
同
法
違
反
行
為
に
刑
罰
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
に
つ
い

て
社
会
全
体
の
永
認
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
あ

，、J
E
J
G

F
J
i
 

4 前
述
し
た
石
油
カ
ル
テ
ル
に
関
す
る
二
つ
の
刑
事
事
件
は

皿

カ
ル
テ
ル
に
対
し
て
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

独
占
禁
止
法
の
実
体
規
定
違

反
に
対
す
る
は
じ
め
て
の
告
発
事
例
で
あ
っ
た
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
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日
本
経
済
が
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
物
価

高
騰
に
悩
ま
さ
れ
た
当
時
、
原
油
価
格
の
値
上
が
り
に
便
乗
し
て
石
油
精

製
・
元
売
り
業
者
と
そ
の
団
体
が
行
っ
た
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
。
一
一
つ
の
判

決
は
、
独
占
禁
止
法
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
指

導
や
同
法
違
反
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
大
き
な
意
義
を
有

(
ゆ
)

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
異
常
な
状
況
下
で
起
っ
た
カ
ル
テ

ル
に
対
す
る
告
発
で
あ
っ
て
、
特
殊
な
ケ

l
ス
で
あ
っ
た
。
実
際
に
も
、

そ
れ
以
降
長
い
間
告
発
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
問
、
独
占
禁
止
法
及
び
独
占
禁
止
政
策
の
地
位
は
確
実

に
向
上
し
て
き
た
。
一
九
九

0
年
代
に
入
る
と
、
規
制
緩
和
が
進
み
、
多

く
の
国
が
競
争
政
策
の
必
要
性
を
訴
え
る
よ
う
に
な
り
、
独
占
禁
止
法
の

役
割
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
刑
事
罰
の
運
用
が

注
目
に
値
す
る
。
公
正
取
引
委
員
会
は
、
独
占
禁
止
法
の
運
用
強
化
の
一

環
と
し
て
、
一
九
九

O
年
に
は
、
寸
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
に
対
す
る
刑

事
告
発
に
関
す
る
公
正
取
引
委
員
会
の
方
針
」
を
公
表
し
た
。
そ
こ
で
は
、

告
発
の
対
象
と
な
る
違
反
行
為
の
中
心
が
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
よ
う
に

(
I
4
)
、
一
九
九
二
年
に
は

刑
事
罰
を
強
化
す
る
た
め
の
法
改
正
が
な
さ
れ
た
。
実
際
に
も
、
す
で
に

(
初
)

コ
一
件
の
告
発
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
一
九
九
三
年
の
業
務
用
ス
ト
y

レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
価
格
カ
ル

テ
ル
事
件
に
お
け
る
東
京
高
裁
の
次
の
よ
う
な
判
一
不
が
、
独
占
禁
止
法
が

現
在
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。
「
独
禁
法
は
、
:
・

我
が
国
に
お
け
る
自
由
競
争
経
済
を
支
え
る
基
本
法
で
あ
り
、
特
に
今
日
、

一
般
消
費
者
の
利
益
を
係
保
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
に
も
開
か
れ
た
市

場
の
下
で
、
我
が
国
経
済
の
健
全
な
発
援
を
凶
る
た
め
、
公
正
か
っ
自
由

な
競
争
を
促
進
し
、
市
場
経
済
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
国
内
的
に
も
、
ま
た
、
国
際
的
に
も
、
独
禁
法

の
遵
守
が
強
く
要
請
さ
れ
て
き
て
い
る
」

本
稿
は
日
韓
比
較
法
文
化
研
究
会
で
の
報
告
二
九
九
六
年
二
月
二
六

日
、
延
世
大
学
)
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

注(
1
)
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
・
独
占
禁
止
政
策
一
二
十
年
史
(
一

九
七
七
)
一
頁
以
下
。

(
2
)
閉
鎖
機
関
令
二
九
四
七
)
、
原
始
独
占
禁
止
法
五
条
及
び
総
司

令
部
覚
書
「
統
制
団
体
除
去
政
策
に
つ
い
て
の
解
釈
及
び
実
施
に

関
す
る
件
」
(
一
九
四
八
)
に
よ
り
、
数
多
く
の
経
済
統
制
関
係
の

閉
鎖
機
関
が
整
埋
さ
れ
た
。
詳
細
は
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局

前
掲
書
(
注

1
)
一
一
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
経
済
統
制
自
体
は

戦
後
も
し
ば
ら
く
の
問
は
続
い
た
が
、
民
間
の
私
的
統
制
団
体
に
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料

よ
る
統
制
行
為
は
一
切
廃
止
さ
れ
、
す
べ
て
政
府
又
は
公
的
機
関

に
よ
っ
て
行
う
の
が
原
則
と
さ
れ
た
。

(
3
)
事
業
者
団
体
法
の
制
定
は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
総
司
令
部
の
要
求
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

総
司
令
部
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
事
業
者
団
体
の
活
動
を
め
ぐ

る
当
時
の
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
運
用
経
験
と
、
一
九
三
八
年
か
ら
一

九
四
一
年
に
か
け
て
臨
時
全
国
経
済
調
査
会

(
T
N
T
C
)
で
行

わ
れ
た
反
ト
ラ
ス
ト
法
政
策
に
関
す
る
検
討
結
果
を
同
法
に
反
映

さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局

前
掲
書
(
注

1
)
四
七
頁
)
。

(
4
)
原
始
独
禁
法
は
、
水
平
型
企
業
結
合
、
垂
直
型
企
業
結
合
、
混

合
型
企
業
結
合
を
含
め
て
極
め
て
厳
格
に
制
限
し
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
株
式
保
有
(
一

O
条
)
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
よ
る
株
式

保
有
取
得
自
体
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
、
公
正
取
引
委
員
会
の
認

可
を
受
け
た
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
役

員
兼
任
(
一
三
条
)
も
、
①
間
会
社
が
競
争
関
係
に
あ
る
場
合
、

又
は
②
両
会
社
の
い
ず
れ
か
一
方
の
役
員
の
四
分
の
一
以
上
が
両

会
社
以
外
の
役
人
の
地
位
を
占
め
て
い
る
場
合
に
は
、
他
の
会
社

の
役
員
の
地
位
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
か
な
る
場
合
に
お

い
て
も
回
以
上
の
会
社
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
合
併
・
営
業
譲
受
(
一
五
、
二
ハ
条
)
は
公
正
取
引
委
員
会

の
認
可
制
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
認
可
基
準
は
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
改
正
は
こ
の
規
制
を
相
当
緩
和
し
、

資

さ
ら
に
一
九
五
三
年
改
正
に
よ
り
、
規
制
基
準
が
「
競
争
の
実
質

的
制
限
」
と
で
不
公
正
な
取
引
方
法
を
用
い
る
こ
と
」
に
統
一
さ

れ
た
。
詳
細
は
、
厚
谷
衰
児
H
糸
田
省
五
日
H
向
田
直
範
H
稗
貫
俊

文
H
和
田
健
夫
・
条
解
独
占
禁
止
法
二
九
九
七
。
以
下
「
条
解

独
占
禁
止
法
」
)
の
各
条
文
解
説
参
照
〔
恨
岸
哲
執
筆
〕
。

(
5
)
も
ち
ろ
ん
、
改
正
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
性
格
が
す
べ
て
取
り

払
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
で
も
事
業
者
団
体
に
よ
る
カ
ル

テ
ル
を
規
制
す
る
八
条
に
は
予
防
的
な
規
定
が
残
っ
て
い
る
。
八

条
は
、
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
に
至
ら
な
い
場
合
で
も
規
制
で
き

る
規
定
を
有
し
て
お
り
、
事
業
者
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
の
規
制
よ
り

も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
独
占
禁
止
法
一
条
(
原
始
独
禁
法

の
そ
れ
と
実
質
的
に
は
同
じ
)
は
、
「
公
正
且
つ
自
由
な
競
争
の
促

進
し
を
遂
行
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
「
事
業
支
配
力
の
過
度
の

集
中
を
防
止
」
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、

九
条
(
持
株
会
社
の
規
制
。
但
し
、
平
成
九
年
六
月
一
一
日
の
独

占
禁
止
法
改
正
に
よ
り
大
帽
に
緩
和
さ
れ
た
。
)
九
条
の
二
(
大
規

模
会
社
の
株
式
保
有
の
規
制
)
、
一
一
条
(
金
融
会
社
の
株
式
保
有

規
制
)
が
置
か
れ
て
い
る
。

(6)
韓
国
法
と
異
な
り
、
日
本
の
課
徴
金
は
カ
ル
テ
ル
、
正
確
に
は

対
価
に
関
わ
る
カ
ル
テ
ル
と
供
給
量
制
限
カ
ル
テ
ル
、
に
対
し
て

の
み
課
さ
れ
る
。
課
徴
金
の
額
は
、
カ
ル
テ
ル
実
行
期
間
中
の
カ

ル
テ
ル
対
象
商
品
・
役
務
の
売
上
げ
に
一
定
率
(
通
常
六
%
。
中

小
企
業
の
場
合
は
よ
り
低
い
率
)
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ
る
。
実
際

北法48(3・150)352



日本におけるカルテル規制

に
課
せ
ら
れ
る
課
徴
金
の
額
は
罰
金
額
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
。

課
徴
金
は
、
カ
ル
テ
ル
よ
っ
て
事
業
者
が
得
た
利
益
を
剥
奪
す
る

行
政
処
分
で
あ
っ
て
、
刑
罰
と
は
、
趣
旨
、
目
的
、
手
続
を
異
に

し
て
い
る
の
で
二
重
処
罰
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
業
務

用
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
価
格
カ
ル
テ
ル
刑
事
事
件
(
注
却
)
)
。

詳
細
は
、
条
解
独
占
禁
止
法
「
七
条
の
二
」
〔
和
国
健
夫
執
筆
〕
参

照
。
ま
た
、
東
京
高
裁
は
最
近
、
シ
ー
ル
談
合
課
徴
金
審
決
取
消

訴
訟
に
お
い
て
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
(
東
京
高
裁
平
成
九

年
六
月
六
日
判
決
)
。

(
7
)
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
前
掲
書
(
注
1
)
一
一
一
一
一
貰
。

(
8
)
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
前
掲
書
(
注
1
)
=
一O
九
頁
は
、
こ

の
と
き
の
現
象
を
、
「
カ
ル
テ
ル
は
不
況
の
子
」
と
い
う
旧
来
の
常

識
を
塗
り
替
え
た
か
の
感
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

(
9
)
た
だ
し
こ
の
こ
と
は
日
本
企
業
の
一
般
的
な
傾
向
で
あ
り
、
と

く
に
こ
の
時
期
に
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
叩
)
公
取
委
昭
和
二
四
年
八
月
三

O
日
審
決
、
審
決
集
一
巻
六
二
頁
。

(
日
)
東
京
高
裁
昭
和
二
八
年
三
月
九
日
判
決
、
行
集
四
巻
三
口
万
六

O

九
頁
。

(
児
)
醤
油
価
格
協
定
事
件
、
公
取
委
昭
和
二
七
年
四
月
四
日
審
決
、

審
決
集
四
巻
一
一
良
。

(
日
)
①
石
油
生
産
調
整
刑
事
事
件
、
東
京
高
裁
昭
和
五
五
年
九
月
一
一

六
日
判
決
、
高
刑
三
三
巻
五
号
三
五
九
頁
、
②
石
油
価
格
協
定
刑

事
事
件
、
最
高
裁
昭
和
五
九
年
二
月
一
一
四
日
判
決
、
刑
集
コ
一
八
巻

四
号
一
二
八
七
頁
。

(M)
た
と
え
ば
、
三
重
県
パ
ス
協
会
事
件
、
公
取
委
平
成
二
年
一
一
月

一
一
日
審
決
、
審
決
集
三
六
巻
三
五
頁
。
道
路
運
送
法
で
は
、
貸
切

パ
ス
の
料
金
は
、
認
可
さ
れ
た
基
準
ー
運
賃
額
の
上
下
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
範
凶
内
で
事
業
者
が
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
幅

運
賃
)
。
こ
の
事
件
で
は
、
三
重
県
パ
ス
協
会
が
、
幅
運
賃
の
範
囲

内
で
会
員
の
段
低
運
賃
を
決
定
し
た
こ
と
が
八
条
一
項
一
号
(
競

争
の
実
質
的
制
限
行
為
)
違
反
と
さ
れ
た
。

(
日
)
公
取
委
平
成
七
年
七
月
一

O
臼
審
決
、
審
決
集
四
二
巻
三
一
良
。

(
日
)
も
っ
と
も
、
適
用
除
外
立
法
の
制
定
は
、
一
九
五
三
年
以
前
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
(
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
条
解
独
占
禁
止
法
「
第

六
章
・
概
説
」
〔
厚
谷
義
児
執
祭
〕
参
照
)
。

(
口
)
東
京
高
裁
一
平
成
七
年
九
月
二
五
日
判
決
、
判
例
タ
イ
ム
ス
九

O

ム
ハ
ロ
万
一
一
ニ
ム
ハ
百
九

(
児
)
た
と
え
ば
、
前
述
の
東
芝
ケ
ミ
カ
ル
事
件
(
注
げ
)
が
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
協
和
エ
ク
シ
オ
談
合
事
件
、
公
取
委
平
成
六
年
三

月
三

O
日
審
決
、
審
決
集
四

O
巻
四
九
頁
で
は
暗
黙
の
協
定
が
認

定
さ
れ
た
。
本
件
に
お
い
て
も
取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
が
、
東

京
高
裁
は
、
審
決
の
認
定
は
実
質
的
証
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
し

て
請
求
を
棄
却
し
た
(
平
成
八
年
三
月
二
九
日
判
決
、
判
例
時
報

一
五
八
一
号
三
七
頁
)
。
し
か
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
保
守
料
金
協
定
事

件
、
公
取
委
一
平
成
六
年
七
月
一
一
八
日
審
決
、
審
決
集
四
一
巻
四
六

一
目
で
は
、
カ
ル
テ
ル
の
証
明
が
不
十
分
と
の
理
由
で
違
反
事
実
な
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資

し
と
さ
れ
た
。

(
叩
)
二
つ
の
事
件
の
う
ち
、
価
格
協
定
事
件
で
は
有
罪
の
判
決
が
下

さ
れ
た
が
、
生
産
調
整
事
件
の
方
は
、
独
占
禁
止
法
違
反
は
認
め

ら
れ
た
も
の
の
、
被
告
人
ら
に
違
法
性
の
意
識
が
欠
け
て
い
た
と

し
て
無
罪
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
カ
ル
テ
ル
に
関
し
て
は
、
消

費
者
に
よ
る
損
害
賠
償
訴
訟
(
灯
油
裁
判
)
も
提
起
さ
れ
た
。
い

ず
れ
も
原
告
の
敗
訴
に
終
わ
っ
た
が
独
占
禁
止
法
遠
反
に
対
す
る

は
じ
め
て
の
消
費
者
訴
訟
と
し
て
注
目
を
あ
び
た
(
①
東
京
灯
油

事
件
、
最
高
裁
昭
和
六
二
年
七
月
二
日
判
決
、
民
集
四
一
巻
五
号

七
八
五
頁
、
②
鶴
岡
灯
油
事
件
、
最
高
裁
平
成
元
年
二
一
月
八
日

判
決
、
民
集
四
三
巻
一
一
号
一
二
五
九
一
良
)
。

(
加
)
①
業
務
用
ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
価
格
カ
ル
テ
ル
刑
事
事
件
、

東
京
高
裁
平
成
五
年
五
月
一
一
一
日
判
決
、
高
刑
囚
六
巻
二
号
一

O

八
頁
、
②
シ

l
ル
談
合
刑
事
事
件
、
東
京
高
裁
平
成
五
年
一
二
月

一
四
日
判
決
、
高
刑
囚
六
巻
三
号
三
二
二
頁
、
③
下
水
道
談
合
事
件
、

東
京
高
裁
平
成
八
年
五
月
一
一
一
一
日
判
決
、
判
例
タ
イ
ム
ス
九
一
一
一

号
二
二
九
頁
。
こ
の
事
件
で
は
発
注
者
側
の
下
水
道
事
業
団
の
職

員
も
談
合
に
関
与
し
た
と
し
て
不
当
な
取
引
制
限
の
罪
の
討
助
罪

に
問
わ
れ
た
。
な
お
、
平
成
九
年
二
月
四
日
に
、
東
京
都
の
水
道
メ
ー

タ
ー
入
札
談
合
が
告
発
を
受
け
て
い
る
。
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表一関係法条別審決件数推移

年度

22123 24 1 25 26 1 27 28129 30 1 31 32133 34 1 35 36 1 37 38139 40141 42 143 44 1 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 1 55 56 57 58 59 60 61 62 63 JC 2 1 3 4 1 5 6 1 7 言十

法条

独占禁止法
21 0 o 1 1 。。 。。 11 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。6 

第 3条前段

第 3条後段 41 2 5125 41 5 11 0 5 1 1 21 0 。。 。。 2 1 9 11 0 21 6 3 1 3 31 10 35 1 31 12 1 14 21 1 31 4 61 5 5 1 4 11 3 01 5 4 1 4 12 1 23 22 7 1 11 307 

第 6 条 0 01 1 21 1 0 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 1 。。 6 1 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 30 

8 4 1 1 2 1 2 41 2 11 1 21 10 25 1 20 221 15 6 1 22 241 40 34 11 133 11 1 10 6 1 9 2110 81 4 7 1 2 5 1 3 1 1 5 01 3 7 1 6 11 1 2 14 1 5 412 

7 条の 2 。。 。。 。。 11 0 6 1 0 。。 。。 。。 11 0 。8 

10 。。 1 1 6 2 1 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 11 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 10 

11 。。 o 1 2 。。 。。 。。 。。 。。 1 1 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。3 

13 。。 o 1 2 11 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 4 

4 

14 。。 01 5 2 1 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 7 

15 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 l 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 I 

16 。。 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 l 

17 。。 o 1 4 。。 。。 01 1 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 1 。。 。。 6 

19 。。 2 1 20 1 1 2 31 2 3 1 2 11 0 1 1 0 01 2 9 1 1 31 2 5 1 3 1 1 1 0 2 1 0 1 1 5 41 6 41 4 3 1 3 7 1 4 01 7 o 1 1 1 1 3 6 1 9 41 5 11 4 148 

65 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 。。 9 1 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 9 

66 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 3 。。 3 

旧独占禁止法
11 1 3 1 9 4 1 7 1 - 1 26 

第 4 条

5 31 0 11 0 。。 01- 4 

事業者団体法 。。 9120 13 6 1 4 - 1 52 

公正取引委員会年次報告書により作成

北法48(3・155)357 北法48(3・154)356



日本におけるカルテル規制

表ニ適用除外カルテルの年次別件数

根拠法令 適用業種 和3昭0 31 32 I 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 I 46 
年

独占禁止法第24条の
生濃一般 。。 l 1 51 3 。 1 2 2 1 。。 。3 (不況カルテ，，) 16 。

独占禁止法第24条の

4(合理化カルテル)
生産般 o 4 6 6 81 9 11 11 14 14 14 13 13 J 12 101 13 

工業組合
143 194 218 担。 313 352 407 420 413 415 419 441 421 401 399 364 345 

中小企業団体の組織 (12) (21) (31) (50) (63) (82) (102) (103) (112) (111) (IOl) (104) (97) (85) (71) (57) (48) 
に閲する法律

商業組合
11 18 60 129 178 173 168 211 213 181 123 105 94 

旧特定中小企業の安 (1) σ) (15) (6) (18) (20) (20) (21) (20) (17) (16) (12) (9) 
定仁関する臨時措置

法
かI、 計)1

143 194 218 280 314 370 467 549 591 588 587 652 634 582 522 469 439 
(12) (21) (31) (日) (臼) (92) (117) (119) (130) (131) (12l) (125) (Il7) (102) (87) (69) (57) 

輸出業者の

輪出取引
141 18 571 73 1121129 1441 149 1431 137 1391 135 130 I 138 140 I 133 1剖

生産業者盟

売業者の輸出 4 71 18 27 I 34 39 41 44 52 57 64 64 631 64 681 57 
向け圏内取引

輸出業者・輸

輸出入取引法 出組合の輸出 。5 5 2 7 7 8 7 5 4 4 4 4 4 5 s 
向け国内取引

給入業者の

輸入取引
。o 2 3 4 2 2 2 2 1 2 3 4 3 4 4 3 

貿易速合 8 8 8 8 8 8 8 8 8 

(小 百十)1 14 37 I 71 931150 172 I 193 1991 202 2021 210 2141 210 2161 221 2181 195 

酒類製造業
41 61 81 81 81 111 11 111 II 91 6 
(4)1 (4) (5)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (5) (5) 

酒税の保全及び酒類
1 

業組合等に関する法 酒類販売業 。o l 1 1 1 l l 1 l 1 i 1 1 l 

律
(1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) 

(小
4 41 81 91 91 91 12 121 12 121 10 71 

計)1(4) (4)1 (6) (7)1 (7) (7)1 (7) (7)1 (7) 17>1 (7) (7)1 17> 17>1 (7) (6)1 (6) 

環境衛生関係営業の 特定環境衛生
51 63 951 106 運営の適正tに附す 聞係サービス 。01 
(3)1 (4) (6)1 (6) 

る法律 業、販売業

内航海運組合法 内航海運業
1 91 10 121 13 161 15 

(1) (1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) 

一一L一一

公正取引委員会年次報告書により作成

l ここに掲載されているのは適用除外法の一部である。

2 数子は、公正取引委員会及び他の行政機関(主務大臣)が認可等を行ったカルテルの件数である。

( )内の数す'は次の方法により計算した場合の件散である.

1221 123 1231 123 1231123 123 

(6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (日) (6) 

141 16 211 22 221 22 21 

(1)1 (1) (1)1 (j) (1)1 (1) (1) 

47 I 48 49 I 50 51 I 52 

9 21 z 1 1 

101 10 9 01 。

5231553 日11510 却51279

(45) {岨) (39) (36) (27) (21) 

811 54 50 1 

(7)1 (6) (5)1 (1) 
。。

604 I 607 5911 !}1l 3951279 

(52) {回) (44) (37) (27) (21) 

1171111 761 63 551 46 

481 60 521 34 32 r 28 

2 。。。。。

2 2 21 31 

8 8 81 8 81 

177 1 181 138 j 109 981 86 

6 3 3 

(5)1 (2) (2) 
o 。o 

1 1 1 

(1)1 (1) (1) 
。。。

7 4 4 

(6)1 (3) (3) 
。。。

1231123 1221122 1221122 

(6)1 (6) {6)1 (6) (6)1 (6) 

191 14 7 4 4 5 

(1) (1)1 (j) (0 (01 (0 

資

53 54 I 55 56 I 57 58 I 59 60 I 61 62 I 63 z 元年 2 I 3 I 4 5 6 7 

6 4 1 I 3 2 。。01 2 2 。01 01 01 

1 。1 1 。。 。。。01 。。o 。。。。

2901274 2671263 2901 263 田11235 2261224 1851179 1741170 1471 90 l 

(田) (18) (17) (19) (22) (19) (18) (18) (15) (15) (14) (13) (1) (10) (10) (7)1 (1) 
。

。。。 01 01 。。 。。。。。 01 01 

290 274 2671268 290 I 263 231 田5 2261224 1851179 1741170 1471 90 1 

(25) (18) (17) (19) (22) (19) (18) (18) (15) (15) (14) (13) (11) (10) (10) (7)1 (1) 
01 

461 47 441 42 411 41 421 42 411 40 371 30 281 20 191 19 14 6 

18 r 16 151 14 121 11 111 11 131 12 131 12 111 10 8 5 4 4 

。。。。。。。。。。 。。 01 。。。。

4 4 4 4 3 2 2 2 2 2 I l 1 1 I 】 1 I 

7 7 6 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 l 

761 74 701 66 601 58 581 58 591 57 541 46 431 34 311 28 211 12 

。。。。o 。。。o 。。。。 。。。01 

。。。。。。。01 。。。。 。。 。。。

。。。。。。。01 o 01 01 。。。。

122 122 1221122 1221123 1241123 1161 76 531 40 371 37 371 37 371 33 

(6)1 (6) {6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (6) (6)1 (4) (4)1 (4) (1)1 (】) 11)1 (11 (1)1 l1l 

5 5 5 5 6 61 4 4 4 4 21 2 2 2 21 

(1)1 (1) (1)1 (1) (1)1 (1) 11)1 (1) (01 (1) (1)1 (0 (Ol (1) I1lI (1) (1)1 (J) 

(1)中小企業団体の組織に閲する法律環境衛生関係営業の適正化に関する法律等にもとづくカルテルについては、都道府県単位等の地区別に結成された同 一業種のカルテルを 1件として計算した。

(2)内航海辺組合法に幕づくカルテルについては、対象又は制限事項の異なるカルテルが実飽きれているが、これらを 1件のカルテルとして計算した。

4 輸出入取引法に基づくカルテルについては、岡 市品のカルテルであっても、社向地が異なっている場合等にはそれぞれ別債のカルテルとして計算した。
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